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拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別なお引き立てを賜り、厚く御礼申
し上げます。 
 さて、現在お使いいただいております「顧問先情報の登録」業務を改良し、来る平成 30 年 10 月 10 日
にプログラムのバージョンアップを行います。 
 バージョンアップに伴い、顧問先情報の登録をデータベースへ移行します。何れかの業務を開こうとし
た際、顧問先情報の登録を起動するように誘導するメッセージを表示し、データベースへの移行が完了
するまでどの業務も起動する事が出来ませんので予めご了承ください。 
 
 バージョンアップ後は、「今月の予定」など、より見やすく・より使いやすく変わります。 

なお、データベースへの移行時に、停電などによる移行の失敗といった不測の事態に備えるため、 
下記①～③事項を実施・ご確認くださいますようお願い申し上げます。 

敬具 
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「顧問先情報の登録」が 
 10 月 10 日、新しくなります 

▼ バージョンアップ前のお願い 

① バージョンアップ前に、必ず、データの バックアップ を行ってください。 

（＊顧問先情報はご契約内容により「事業所情報」と表現が変わります。） 

国際コンピューター株式会社 

     システム部サポート課 
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② マスターバックアップが正常に行えているかの確認 
 

【共通処理】→『ｄｂ導入・設定・印刷』の「保存・転送」内の「5.バックアップ･リストア」を選択して、 

処理履歴の『作業直前のバックアップ日時』のバックアップ及び転送処理の結果が『正常終了』になっているこ

とを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※マイナンバーシステム導入済みの場合は、バックアップマスターキーの作成が完了していることを確認

してください。 

 
③ SQLServer2012 へバージョンアップされているかの確認 
 

 

ICS 業務画面上部の       をクリックしてください。 
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「顧問先情報の登録」のバージョンアップ手順  
 
   手    順  詳   細 

１ 
 
 
 
 

プログラムのインストール ①下記のプログラムをインストールしてください。 
 １.共通処理（共通処理 CE） 
 ２.共通処理ｄｂ 
 ３.マイナンバー管理（マイナンバー管理 CE） 
 ４.電子申告システムⅡ 

（ご契約内容により表示されないプログラムがあります。） 
2 ＩＣＳ業務選択起動 ①「顧問先情報の登録」業務以外を起動すると「顧問先情報の登録」

業務の起動促すメッセージを表示します。 
 
 
 
 
 

※「顧問先情報の登録」以外の業務は起動不可となります。 
 

3 顧問先情報の登録を起動 ①顧問先情報をデータベースへバージョンアップするメッセージ
を表示します。 

 「はい」で進むとバージョンアップが開始されます。 
 
 
 
 
 
 ※業務選択で選択しているマスターデバイスをバージョンアッ

プします。 
②バージョンアップ完了後は、一旦業務を終了します。 
 ※不正情報がある場合のみ下記の不正情報を画面表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③バージョンアップ完了後、全業務起動可能となります。 

 


